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水
害
の
被
害
に
加
え
て
空
襲
の
大
き
な
痛
手
を
負
っ
た
こ
の

地
域
、
五
か
町
村
は
、
戦
後
の
歴
史
を
町
の
復
興
で
始
め
た
と

い
え
る
。
こ
の
こ
ろ
、
神
戸
市
と
の
合
併
問
題
が
表
面
化
し
、

激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
戦
後
復
興
を
考
え
新
市
域
を
視

察
し
た
御
影
町
や
、
詳
密
な
復
興
計
画
を
立
て
た
魚
崎
町
の
意

見
は
合
併
に
傾
き
、
従
来
富
裕
で
独
立
心
の
強
か
っ
た
住
吉
村

も
こ
の
時
期
、
合
併
を
考
え
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
合
併
に

よ
っ
て
こ
の
地
域
の
主
体
性
が
う
す
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
住
民

の
中
に
、
五
か
町
村
の
合
同
に
よ
る
新
市
・
甲
南
市
あ
る
い
は

灘
市
の
構
想
も
具
体
化
し
、
一
時
は
こ
れ
に
東
の
芦
屋
市
も
加

わ
る
気
配
を
み
せ
て
、
情
勢
は
複
雑
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

動
き
の
中
で
結
局
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
四
月
に
御
影
・

住
吉
・
魚
崎
の
三
か
町
村
は
神
戸
市
と
合
併
し
た
。
そ
の
結
果

で
き
た
区
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
灘
の
中
央
部
に
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
灘
区
と
し
従
来
の
灘
区
は
西
灘
区
と
改
め
よ
と
す
る
意

見
や
、
本
灘
区
に
せ
よ
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
最
終
的

に
は
灘
区
の
東
と
い
う
こ
と
か
ら
東
灘
区
と
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
年
の
秋
、
残
っ
た
本
庄
・
本
山
の
二
か
村
は
、
芦
屋
市
か
ら

の
合
併
勧
誘
に
よ
っ
て
住
民
投
票
や
反
対
派
村
会
議
員
の
リ

コ
ー
ル
運
動
な
ど
、
激
動
の
す
え
に
十
月
十
日
、
神
戸
市
と
の

合
併
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

こ
う
し
て
発
足
し
た
東
灘
区
は
、
御
影
町
役
場
に
区
役
所
を

置
き
、
他
の
四
か
町
村
役
場
に
そ
れ
ぞ
れ
出
張
所
を
設
け
て
そ

の
公
務
を
開
始
し
、
翌
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
四
月
に
最

初
の
選
挙
が
行
わ
れ
て
六
名
の
議
員
を
市
会
に
送
り
出
し
た
。

区
役
所
は
や
が
て
区
の
中
央
に
位
置
す
る
住
吉
に
移
り
、
同

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
十
一
月
に
旧
総
合
庁
舎
が
完
成
し
た
。

　

こ
の
間
、
復
興
事
業
は
め
ざ
ま
し
く
進
み
市
民
生
活
も
便
利

に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
八
月
、
最
初
の
市

バ
ス
が
阪
神
御
影
駅
と
甲
南
病
院
や
神
大
付
属
小
学
校
を
結

び
、同
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
白
鶴
美
術
館
、国
鉄
（
現

Ｊ
Ｒ
）
本
山
駅
、
森
市
場
へ
も
新
路
線
が
つ
き
、
区
の
交
通
の

中
心
と
な
っ
た
御
影
駅
に
阪
神
特
急
が
停
車
し
は
じ
め
た
の

が
、同
二
十
九
年（
一
九
五
四
）九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

御
影
電
話
局
管
内
の
電
話
は
同
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
神

戸
市
内
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

合
併
ま
も
な
い
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
夏
に
御
影
校

舎
に
入
っ
た
神
戸
大
学
理
学
部
は
、同
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

春
か
ら
文
学
部
と
理
学
部
に
分
れ
、同
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

に
は
神
戸
商
船
大
学
も
開
学
し
て
教
育
面
で
の
大
き
な
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
復
興
著
し
い
東
灘
区
は
昭
和
三
十
年
代
に
は
新
た
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な
発
展
を
始
め
る
。
当
時
は
山
と
海
に
包
ま
れ
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
阪
神
間
の
住
宅
地
と
し
て
人
口
は
増
加
し
た
。
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
六
甲
山
系
が
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
同
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
灘

神
戸
生
協
が
成
立
し
て
住
民
の
日
常
生
活
に
便
宜
を
与
え
る
こ

と
に
も
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
月
の
国
道

四
十
三
号
線
の
完
成
の
頃
か
ら
、
四
十
年
代
の
高
度
成
長
経
済

の
動
き
が
急
速
と
な
り
、
都
市
化
の
波
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

六
甲
の
山
肌
に
は
宅
地
が
開
か
れ
、
そ
の
土
砂
は
灘
の
浦
波
を

さ
え
ぎ
っ
て
埋
め
立
て
地
を
拡
げ
て
い
っ
た
。
同
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）
に
は
渦
森
台
ゆ
き
市
バ
ス
路
線
が
開
通
し
た
。

こ
う
し
て
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、
高
度
成
長
の
ひ
ず

み
も
出
は
じ
め
、
同
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
六
月
に
、
区
内

で
初
め
て
県
立
御
影
高
校
や
市
立
御
影
工
業
高
校
で
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
被
害
が
で
て
い
る
。

　

地
域
文
化
の
振
興
の
た
め
の
施
設
も
整
備
さ
れ
、
昭
和

四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
は
東
灘
図
書
館
、
同
五
十
年

（
一
九
七
五
）
に
は
東
灘
体
育
館
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

に
は
東
灘
区
の
文
化
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
東
灘
区
民
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
各
小
学
校

区
に
整
備
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
は
東
灘
区
沖
に
人
工
島
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
の
埋
め
立
て
が
完
了
し
、
現
在
で
は
約
二
万
人
が
居

住
し
て
い
る
。

　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
阪
神
大
震
災
で
は
、
東
灘
区
の

家
屋
の
約
半
数
が
全
半
壊
と
な
り
、
千
五
百
名
近
く
の
方
が
亡

く
な
っ
た
。
古
い
酒
蔵
な
ど
由
緒
あ
る
町
並
み
や
多
く
の
施
設

が
破
壊
さ
れ
、
貴
重
な
文
化
財
も
失
わ
れ
た
。

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
二
月
に
、
国
道
二
号
線
を
は
さ

ん
だ
旧
庁
舎
の
北
側
に
今
の
総
合
庁
舎
が
完
成
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
東
灘
区
は
区
制
六
十
周

年
を
迎
え
、
同
二
十
五
年
（
二
〇
一
五
）
九
月
に
は
旧
庁
舎
跡

地
に
東
灘
図
書
館
が
移
転
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
区
制

七
十
周
年
を
迎
え
た
。
今
後
も
住
環
境
や
地
域
防
災
体
制
の
整

備
、
産
業
の
復
興
を
課
題
と
し
て
、
緑
豊
か
な
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。   
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町　村　名

御　　　影
住　　　吉
魚　　　崎
本　　　山
本　　　庄
計

442
59
108
143
436
1,188

死　者 負傷者 被害家屋 被災者 被災率
（戸数）

戦災の状況

人
416
511
236
194
225
1,582

人
4,220
2,695
1,325
2,505
2,396
13,141

戸
15,740
13,286
5,740
6,714
15,656
57,136

人
74
71
39
52
72
62

%

（『兵庫県復興誌』より）

旧町村別人口推移

区  分

御  影

住  吉

魚  崎

本  山

本  庄

計

区  分

御  影

住  吉

魚  崎

本  山

本  庄

計

5,816

2,700

1,900

2,059

1,770

14,245

8,794

6,155

2,185

2,974

3,677

23,785

14,603

11,864

5,023

4,326

6,140

41,956

18,507

15,247

8,139

8,772

9,437

60,102

21,648

17,543

13,453

23,743

16,642

90,029

8,810

10,916

10,491

16,337

8,795

55,349

14,656

16,043

14,172

25,528

13,538

83,937

19,037

19,843

16,265

35,801

18,648

109,594

23,401

23,493

17,369

44,030

26,049

134,342

27,605

27,802

20,065

48,813

31,613

155,898

明治
中期

明治
後期

大正9
10.  1

昭和5
10.  1

昭和19
2.  22

昭和20
11.  1

昭和25
10.  1

昭和30
10.  1

昭和35
10.  1

昭和40
10.  1

昭和45
10.　1

昭和50
10.　1

昭和55
10.　1

昭和60
10.　1

30,435

31,768

21,021

53,511

34,166

170,901

30,137

40,405

23,043

53,878

36,373

183,836

28,688

41,190

21,640

58,205

33,574

183,277

27,618

42,125

21,356

59,855

34,694

184,738

平成2
10.　1

平成7
10.　1

平成12
10.　1

令和17
10.　1

―　

―　

―　

―　

―　

190,354

―　

―　

―　

―　

―　

157,599

―　

―　

―　

―　

―　

191,309

―　

―　

―　

―　

―　

206,037

平成22
10.　1

平成27
10.　1

―　

―　

―　

―　

―　

210,408

―　

―　

―　

―　

―　

213,634

※集計方法の変更と町名改定・町区域変更に伴い、平成2年以降は東灘区総人口のみ掲載しています。
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旧町村別人口推移

区  分

御  影

住  吉

魚  崎

本  山

本  庄

計

区  分

御  影

住  吉

魚  崎

本  山

本  庄

計

5,816

2,700

1,900

2,059

1,770

14,245

8,794

6,155

2,185

2,974

3,677

23,785

14,603

11,864

5,023

4,326

6,140

41,956

18,507

15,247

8,139

8,772

9,437

60,102

21,648

17,543

13,453

23,743

16,642

90,029

8,810

10,916

10,491

16,337

8,795

55,349

14,656

16,043

14,172

25,528

13,538

83,937

19,037

19,843

16,265

35,801

18,648

109,594

23,401

23,493

17,369

44,030

26,049

134,342

27,605

27,802

20,065

48,813

31,613

155,898

明治
中期

明治
後期

大正9
10.  1

昭和5
10.  1

昭和19
2.  22

昭和20
11.  1

昭和25
10.  1

昭和30
10.  1

昭和35
10.  1

昭和40
10.  1

昭和45
10.　1

昭和50
10.　1

昭和55
10.　1

昭和60
10.　1

30,435

31,768

21,021

53,511

34,166

170,901

30,137

40,405

23,043

53,878

36,373

183,836

28,688

41,190

21,640

58,205

33,574

183,277

27,618

42,125

21,356

59,855

34,694

184,738

平成2
10.　1

平成7
10.　1

平成12
10.　1

令和17
10.　1

―　

―　

―　

―　

―　

190,354

―　

―　

―　

―　

―　

157,599

―　

―　

―　

―　

―　

191,309

―　

―　

―　

―　

―　

206,037

平成22
10.　1

平成27
10.　1

―　

―　

―　

―　

―　

210,408

―　

―　

―　

―　

―　

213,634

※集計方法の変更と町名改定・町区域変更に伴い、平成2年以降は東灘区総人口のみ掲載しています。
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神
戸
地
方
の
地
震
か
ら

　

六
甲
山
を
形
成
し
た
衝
上
断
層
の
中
で
、
渦
が
森
断
層
や
五

助
橋
断
層
の
断
層
面
が
東
灘
区
内
で
露
出
し
て
い
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
た
（
35
ペ
ー
ジ
参
照
）。
神
戸
市
内
で
は
、
新
幹
線

新
神
戸
駅
の
す
ぐ
北
の
山
の
急
斜
面
や
諏
訪
山
の
バ
ス
道
の
す

ぐ
北
の
急
斜
面
も
断
層
の
崖
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に

幾
筋
も
走
る
市
内
の
断
層
線
に
沿
っ
て
、
夢
野
や
湊
山
や
諏
訪

山
や
布
引
で
鉱
泉
が
涌
き
、
さ
ら
に
宝
塚
や
有
馬
の
温
泉
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
列
島
の
東
西
か
ら
大
地
に
加
え
ら
れ
る
力
が
長
い
年
月

の
間
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
て
、こ
の
よ
う
な
断
層
が
ず
れ
、

地
震
が
起
こ
る
。こ
の
よ
う
に
し
て
起
こ
り
、近
畿
地
方
を
襲
っ

た
大
地
震
の
記
述
が
、
古
文
化
や
古
典
記
録
の
中
に
あ
る
。
鴨

長
明
の『
方
丈
記
』は
、元
暦
二
年（
一
一
八
五
）に
京
都
を
襲
っ

た
地
震
を
記
録
し
て
い
る
。「
お
び
た
だ
し
く
大
地
震
ふ
る
こ

と
侍
り
き
。・
・
山
は
く
ず
れ
て
河
を
埋
み
、
海
は
傾
き
て
陸

地
を
ひ
た
せ
り
。
土
裂
け
て
水
涌
き
出
で
、
巌
割
れ
て
谷
に
ま

ろ
び
入
る
。（
建
物
は
）
一
つ
と
し
て
全
か
ら
ず
。
或
は
崩
れ
、

或
は
倒
れ
ぬ
。
塵
灰
た
ち
の
ぼ
り
て
盛
り
な
る
煙
の
如
し
。
地

の
動
き
、
家
の
や
ぶ
る
る
音
、
雷
に
こ
と
な
ら
ず
。
家
の
内
に

を
れ
ば
忽
に
ひ
し
げ
な
ん
と
す
。
走
り
出
ず
れ
ば
、
地
割
れ
裂

く
」
と
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
一
月
十
七
日
の
兵
庫
県
南
部

地
震
の
時
の
我
々
の
体
験
－
仁
川
の
崩
土
や
長
田
の
大
火
、
北

淡
の
地
割
れ
な
ど
－
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。
同
書
に
は
、
そ

の
時
は
余
震
も
「
驚
く
ほ
ど
の
地
震
、
二
、三
十
度
ふ
ら
ぬ
日

は
な
し
。
十
日
・
二
十
日
過
ぎ
に
し
か
ば
、
や
う
や
う
間
遠
に

な
り
て
、
或
は
四
、五
度
、
二
、三
度
、
若
は
一
日
ま
ぜ
（
一
日

お
き
）、
二
、三
日
に
一
度
な
ど
、
お
ほ
か
た
そ
の
余
波
、
三
月

ば
か
り
や
侍
り
け
む
」
と
長
明
は
記
し
て
い
る
。
こ
の
地
震
に

つ
い
て
、『
平
家
物
語
』
で
は
「
七
月
九
日
の
午
の
刻
ば
か
り
・・

九
重
の
塔
も
上
六
重
振
り
落
と
す
・
・
皇
居
を
は
じ
め
て
人
々

の
家
々
す
べ
て
在
々
所
々
の
神
社
仏
閣
あ
や
し
の
民
屋
、
さ
な

が
ら
や
ぶ
れ
く
ず
る
」
と
、
や
や
詳
し
く
描
写
し
た
あ
と
、
滅

亡
し
た
平
家
の
人
々
の
怨
霊
に
か
か
わ
る
も
の
だ
と
書
い
て
い

る
。
こ
の
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
に
は
二
月
に
屋
島
の
戦
い
、

三
月
に
壇
ノ
浦
の
戦
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
四
か
月
後
に
こ
の
地

震
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
に
は
「
遠
国
近

国
も
か
く
の
ご
と
し
」
と
あ
る
か
ら
、
か
な
り
広
い
範
囲
で
被

害
が
出
、
首
都
圏
・
畿
内
に
属
す
る
神
戸
地
方
も
相
当
に
被
災
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し
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
大
地
震
に
関
し
て
、
神
戸
に
は
須
磨
寺
に
伝
わ
る

古
記
録
『
当
山
歴
代
』
が
、
豊
臣
秀
吉
の
晩
年
、
文
禄
五
年

（
一
五
九
六
）
閏
七
月
十
二
日
の
夜
半
に
起
こ
っ
た
大
地
震
を

詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
地
震
で
須
磨
寺
で
は
本
堂
・
三

重
の
塔
・
権
現
社
な
ど
の
諸
堂
が
倒
壊
し
、
参
籠
中
の
老
僧
や

約
百
五
十
人
の
巡
礼
が
生
き
埋
め
と
な
っ
た
。
全
員
が
体
に
障

害
を
負
い
、
巡
礼
の
内
の
二
人
は
体
が
砕
け
て
し
ま
っ
た
と
書

か
れ
て
い
る
。
須
磨
浦
公
園
の
敦
盛
塚
は
倒
れ
て
浜
ま
で
転
が

り
、
兵
庫
の
街
は
全
壊
し
た
う
え
火
災
が
発
生
し
て
、
死
者
の

数
も
知
れ
な
い
と
『
当
山
歴
代
』
は
記
し
て
い
る
。『
有
馬
縁

起
』
と
い
う
古
文
書
で
は
、
こ
の
地
震
で
有
馬
で
は
秀
吉
の
御

殿
な
ど
多
く
の
建
物
が
崩
壊
し
、
い
く
つ
か
の
泉
源
で
は
湯
が

高
涌
し
た
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
は

『
方
丈
記
』
や
『
平
家
物
語
』
の
元
暦
の
地
震
か
ら
約
四
百
年

後
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
も
神
戸
地
方
を
襲
っ
た
地
震
は
多
い

が
、
歴
史
の
中
で
こ
れ
ら
は
特
に
大
き
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。

一
五
九
六
年
か
ら
ま
た
四
百
年
後
を
考
え
る
と
、
も
ち
ろ
ん
短

絡
的
に
断
言
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
近
辺
で
大
き
な
地

震
の
起
こ
る
危
険
性
は
歴
史
的
に
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
歴

史
に
接
し
な
が
ら
特
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
私
も
含
め
て
、

こ
れ
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
や
体
験
の
発
す
る
警
鐘
に
謙
虚

に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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御
　
影
　
町

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
に
落
成
し
た
近
世
ド
イ

ツ
風
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
の
堂
々
と
し
た
建
物
で

あ
っ
た
。
神
戸
市
合
併
後
は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
十
月

ま
で
、
区
役
所
本
所
と
区
役
所
御
影
出
張
所
と
な
る
。
そ
の
後

は
、
東
灘
区
建
設
事
務
所
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四

月
か
ら
は
兵
庫
県
予
防
医
学
協
会
が
使
用
、
昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）
に
解
体
さ
れ
て
六
十
年
近
い
歴
史
を
と
じ
た
。

 　

町
章
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
御
影
の
「
御
」

の
字
を
扇
形
に
図
案
化
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）一
月
に
改
定
。こ
れ
は
古
歌
に
よ
く
歌
わ
れ
た「
御

影
の
松
」
に
ち
な
ん
で
、
三
本
の
松
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
御
影
町
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
鉄
蓋
な
ど
に
、
ま
だ
い

く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
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町章

元御影町役場



住
　
吉
　
村

　

旧
住
吉
村
役
場
は
空
襲
で
焼
失
し
た
。
そ
こ
で
戦
後
は
住
吉

幼
稚
園
舎
が
村
役
場
と
な
っ
て
い
た
。
合
併
後
は
今
の
東
灘
図

書
館
の
位
置
に
、
木
造
モ
ル
タ
ル
ぬ
り
の
こ
の
区
役
所
出
張
所

が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

　

村
章
は
、
全
国
か
ら
公
募
さ
れ
、
ひ
ら
が
な
の
「
す
」
を
も

と
に
し
た
も
の
が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
に
制
定

さ
れ
た
。 
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村章

元住吉出張所



魚
　
崎
　
町

　

町
役
場
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
に
落
成
し
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
建
物
で
、
合
併
後
、
区
役
所

の
魚
崎
出
張
所
が
置
か
れ
た
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

か
ら
東
灘
市
民
病
院
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
か
ら

は
市
民
病
院
の
東
灘
診
療
所
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
）に
全
面
的
に
修
復
さ
れ
、東
灘
文
化
セ
ン
タ
ー（
平

成
四
年
七
月
閉
館
）
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
、
現
在
も
し
ょ

う
し
ゃ
な
姿
を
の
こ
し
て
い
る
。

　

町
章
は
、
五
百
崎
の
「
五
百
」
を
図
案
化
。
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
三
月
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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町章

元魚崎町役場



本
　
庄
　
村

　

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）八
月
に
完
成
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
の
ど
っ
し
り
し
た
こ
の
建
物
に
は
、
合
併
後
は
区
役

所
の
本
庄
出
張
所
が
置
か
れ
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
六
）

二
月
か
ら
は
本
庄
公
民
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

村
章
は
、
漢
字
の
「
本
庄
」
を
図
案
化
し
た
も
の
だ
が
、
い

つ
制
定
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。 
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元本庄村役場

旧本庄村役場の碑



本
　
山
　
村

　

現
在
の
本
山
保
育
所
・
本
山
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
地
に
村

役
場
が
あ
っ
た
。
建
物
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
完
成
し
、

合
併
後
は
区
役
所
の
本
山
出
張
所
が
置
か
れ
た
。
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
か
ら
は
東
灘
建
設
事
務
所
、
の
ち
土
木
事
務
所

が
入
っ
た
。

　

村
章
は
、
漢
字
「
本
山
」
を
図
案
化
し
た
も
の
だ
が
、
い
つ

制
定
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。 
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六
甲
ラ
イ
ナ
ー
に
沿
っ
て

　

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
完
成
し
た
世
界
最
大
の
人
工
島
・

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
面
積
は
お
よ
そ
五
千
八
百
平
方
㎞
。
Ｊ
Ｒ

住
吉
駅
か
ら
阪
神
魚
崎
駅
を
へ
て
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
駅
ま
で

全
長
四
・
五
㎞
の
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
は
、
こ
の
未
来
都
市
へ
の
足

で
あ
る
。
先
輩
に
あ
た
る
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
経
験
を
生
か
し

て
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
モ
ダ
ン
な
乗
物
だ
が
、
建
設
に
当
っ

て
、
周
辺
の
景
観
問
題
や
阪
急
電
車
と
の
連
絡
な
ど
の
問
題
も

の
こ
っ
た
。

　

全
線
が
高
架
で
、
そ
の
下
に
公
園
整
備
が
行
わ
れ
た
住
吉
駅

と
住
吉
川
の
間
に
は
、「
ハ
ニ
ワ
の
広
場
」
と
「
水
車
の
広
場
」

が
あ
る
。
ハ
ニ
ワ
の
広
場
で
は
近
在
の
考
古
学
的
遺
跡
の
解
説

板
や
住
吉
宮
町
遺
跡
出
土
の
埴
輪
の
複
製
が
あ
り
、
ま
た
、
水

車
の
広
場
で
は
大
正
時
代
ま
で
住
吉
川
流
域
で
盛
ん
だ
っ
た
水

車
業
の
解
説
や
水
車
小
屋
や
石
臼
の
展
示
が
あ
る
。

　

住
吉
川
沿
い
に
は
架
線
の
下
に
緑
地
や
水
辺
に
お
り
る
階
段

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
国
道
二
号
線
と
魚
崎
駅
と
の
間
に
は
、

谷
崎
潤
一
郎
の
旧
邸
「
倚
松
庵
」
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
南
に
は
、か
つ
て
魚
崎
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
「
雀
の
松
原
」

に
ち
な
む
小
公
園
が
あ
る
。 
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香こ
う

雪せ
つ

美
術
館

　

阪
急
御
影
駅
か
ら
少
し
東
。
朝
日
新
聞
を
創
刊
し
た
村
山
龍

平
氏
収
集
の
、
絵
画
・
書
跡
・
仏
教
美
術
・
茶
道
具
・
武
具
な

ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
美
術
品
を
収
蔵
し
、
十
九
点
の
重
要
文

化
財
が
含
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
十
一

月
に
開
館
。
氏
の
香こ
う

雪せ
つ

の
号
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
。

 　

美
術
館
に
隣
接

す
る
旧
村
山
家
住

宅
は
、
明
治
四
十
二

年
（
一
九
〇
九
）
築

の
洋
館
を
含
む
建
物

六
棟
が
、
明
治
・
大

正
期
の
邸
宅
の
面
影

を
今
に
伝
え
る
と
し

て
、
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
に
国
重

要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。（
160
ペ
ー
ジ
一

覧
表
参
照
） 

御
影
郡
家
二
丁
目
十
二
－
一

阪
急
御
影
駅
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香
雪
美
術
館



桜
守
公
園
（
岡
本
南
公
園
） 

　

桜
の
研
究
と
保
護
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
笹
部
新
太
郎
は
、
特

に
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
御み

母ほ

衣ろ

ダ
ム
に
よ
っ
て
水

没
す
る
こ
と
に
な
っ
た
樹
齢
四
百
年
の
老
桜
を
移
植
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
、
水
上
勉
の
小
説
『
桜
守
』
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。

氏
が
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
か
ら
住
ん
だ
邸
の
跡
に
、

六
種
十
四
株
の
桜
を
中
心
と
し
て
神
戸
市
が
公
園
を
開
設
し
た

の
は
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
で
あ
る
。

　

そ
の
園
内
の
通
称
「
新
太
郎
桜
」
は
、
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）
に
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
の
新
し
い
園
芸
品
種
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
サ
サ
ベ
ザ
ク
ラ
と
命
名
さ
れ
た
。
サ
サ
ベ
ザ

ク
ラ
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
県
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
が
、
枯
死
の
た
め
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

に
指
定
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
地
の
サ
サ
ベ
ザ
ク
ラ
が
移

植
さ
れ
、
桜
守
公
園
の
春
を
彩
っ
て
い
る
。

岡
本
五
丁
目
五

阪
急
岡
本
駅
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コ
ー
プ
こ
う
べ
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

　
Ｊ
Ｒ
住
吉
駅
か
ら
東
へ
歩
い
て
約
八
分
。
国
道
の
北
に
生
活

文
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

　

世
界
有
数
の
生
活
協
同
組
合
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
創
立
六
十

周
年
を
記
念
し
て
建
て
た
も
の
で
、
こ
の
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

に
は
図
書
室
、
体
育
館
、
ホ
ー
ル
、
貸
室
、
文
化
教
室
、
保
育

室
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
現
代
画
家
の
力
作

や
、
江
戸
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
の
生
活
用
具
・
錦
絵
・
全

国
屈
指
の
双
六
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　

建
物
は
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
一
月
に
神
戸
市
建
築

文
化
賞
を
う
け
、
隣
接
す
る
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
西
館
（
旧
兵

庫
県
立
健
康
セ
ン

タ
ー
）
と
の
間
の

広
場
に
は
、
神
戸

出
身
の
柳
原
義
達

氏
に
よ
る
裸
婦
の

像
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
作
品
が
飾

ら
れ
て
い
る
。

小
磯
記
念
美
術
館

　

小
磯
記
念
美
術
館
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
緑
あ
ふ
れ
る
公
園

の
中
に
あ
り
、
約
三
千
百
点
の
収
蔵
品
を
持
つ
。
三
つ
の
展
示

室
で
は
、
油
彩
・
素
描
・
版
画
・

挿
絵
原
画
な
ど
の
作
品
が
、
年

代
や
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
展
示
さ

れ
て
お
り
、
中
庭
に
は
小
磯
画

伯
の
ア
ト
リ
エ
が
移
築
さ
れ
、

愛
用
の
イ
ー
ゼ
ル
や
パ
レ
ッ
ト

な
ど
で
創
作
の
場
が
再
現
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
百
十
イ
ン
チ
の
画

面
と
鮮
明
な
画
像
で
、
小
磯
画

伯
の
作
品
や
画
業
な
ど
を
解
説

し
て
い
る
。
図
書
コ
ー
ナ
ー
も

あ
っ
て
、
小
磯
芸
術
の
全
容
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。（
160
ペ
ー

ジ
一
覧
表
参
照
） 

田
中
町
五
丁
目
三

向
洋
町
中
五
丁
目
七

六
甲
ラ
イ
ナ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
北
口（
小
磯
記
念
美
術
館
前
）駅
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神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館 

　

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
公
立
で
は
日
本
初
の
美
術
館
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、リ
ソ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
３
部
門
を
有
す
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
体
感
で
き
る
こ

と
が
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
美
術
館
で
あ
る
。

　

１
階
展
示
室
で
は
貴
重
な
収
蔵
品
を
活
用
し
、「
衣
」
を
様
々

な
切
り
口
で
紹
介
す
る
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
展
示
」
と
テ
ー
マ
を
決

め
て
展
示
す
る
「
特
別
展
示
」
を
常
設
展
示
と
し
て
開
催
。

　

３
階
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
関
わ
る
書
籍
、
雑
誌
等
の
資
料
を
数
多
く
揃
え
て
い

る
。
４
階
・
５
階
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
室
や
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル
を

有
し
て
お
り
、
各
種
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
幅
広

い
利
用
が
可
能
。（
160
ペ
ー
ジ
一
覧
表
参
照
） 

向
洋
町
中
二
丁
目
九

六
甲
ラ
イ
ナ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
駅
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世
良
美
術
館

　

小
磯
良
平
画
伯
に
師
事
し
た
世
良
臣と
み

絵え

が
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
に
創
設
し
た
個
人
美
術
館
。「
女
性
が
ほ
っ
と
で

き
る
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
季
節
に
よ
っ
て
水
彩
、
油
絵
、

パ
ス
テ
ル
、
ガ
ラ
ス
絵
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
の

文
化
交
流
拠
点
と
し
て
、
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。
神

戸
市
建
築
文
化

賞
、
兵
庫
県
さ
わ

や
か
街
づ
く
り
賞

な
ど
多
数
受
賞

し
た
建
物
は
、
閑

静
な
住
宅
街
に
あ

り
、
周
囲
に
し
っ

く
り
溶
け
込
ん
で

い
る
。（
160
ペ
ー

ジ
一
覧
表
参
照
） 

神
戸
ゆ
か
り
の
美
術
館

　

世
界
に
開
か
れ
た
港
町
・
神
戸
。
海
や
、
山
を
背
景
に
か
つ

て
多
く
の
洋
風
建
築
が
存
在
し
た
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
の
町

は
、「
国
際
的
」「
ハ
イ
カ
ラ
」「
モ
ダ
ン
」「
明
る
く
開
放
的
」

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
神
戸
ら
し
い
文
化
」
を
生
み
出
し
て

き
た
。

　

そ
ん
な
神
戸
の
芸
術
文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
神
戸
市

が
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

三
月
二
十
三
日
、
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
（
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
美
術
館
内
）
に
開
館
し
た
。

　

神
戸
の
芸
術
文
化
の
発
展

を
担
い
、
日
本
の
芸
術
界
に

も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
芸

術
家
達
や
、
現
在
も
神
戸
で

活
躍
中
の
芸
術
家
達
約
五
十

人
の
絵
画
、
彫
刻
約
千
点
を

所
蔵
展
示
し
て
い
る
。（
160

ペ
ー
ジ
一
覧
表
参
照
） 

世
良
美
術
館
御
影
二
丁
目
五

阪
急
御
影
駅

向
洋
町
中
二
丁
目
九

六
甲
ラ
イ
ナ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
駅
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住
吉
だ
ん
じ
り
資
料
館 

　

江
戸
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
だ
ん
じ
り
文
化
と
そ
の
魅

力
を
紹
介
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
住
吉
・
西
區
の
先
代
だ
ん

じ
り
を
実
物
展
示
し
て
お
り
、
立
体
刺
繍
幕
や
装
飾
彫
刻
な

ど
も
近
く
で
じ
っ
く
り
と
見
学
で
き
る
。
住
吉
各
地
区
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
だ
ん
じ
り
模

型
や
法
被
な
ど
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
迫
力
あ
る

だ
ん
じ
り
シ
ア
タ
ー
の

映
像
、
パ
ネ
ル
に
よ
る

解
説
な
ど
見
ど
こ
ろ
豊

富
で
あ
る
。（
160
ペ
ー
ジ

一
覧
表
参
照
） 

住
吉
東
町
二
丁
目
三

東
灘
図
書
館
隣
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